
インフルエンザ予防接種を受ける前に 

予診票は医師にとって、予防接種の可否を決める大切な情報です。表面の予診票に出来るだけ詳しくて記入し、正しい情

報を接種医に伝えてください。 

インフルエンザ予防接種の効果 

 インフルエンザ予防接種の有効性は世界的にも認められています。我が国においても高齢者の発病防止や特に重症化防止に

も有効であることが確認されています。 

インフルエンザ予防接種の副反応 

 予防接種の注射の跡が、赤みを帯びたり、はれたり、痛んだりすることがあります。また、発熱、悪寒、頭痛、全身のだる

さなどがみられることもあります。非常にまれですが、ショックやじんましん、呼吸困難などがあらわれることがあります。 

《予防接種を受けることができない人》 

① 新型コロナのワクチン接種後、13 日以上経過していない人 

② 明らかに発熱のある人（一般的に、体温が３７．５℃以上の場合） 

③ 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

④ 過去にインフルエンザの予防接種を受けて、アナフィラキシ－を起こしたことがある人 

⑤ 過去にインフルエンザの予防接種後２日以内に発熱や発疹等のアレルギーを疑う症状が出た人 

⑥ その他、医師が予防接種を受けることが不適当と判断した人 

《予防接種を受けるに際し、担当医師とよく相談しなくてはならない人》 

① 心臓病、じん臓病、肝臓病や血液等の基礎疾患がある人 

② 過去にインフルエンザの予防接種後２日以内に発熱や発疹等のアレルギーを疑う症状が出た人(医師の判断によっては、

接種が受けられないことがあります) 

③ 今までにひきつけ(けいれん)を起こしたことがある人 

④ 過去に免疫不全の診断を受けている方や近親者に先天性免疫不全の方がいる人 

⑤ 間質性肺炎、気管支喘息などの呼吸器系疾患のある人 

⑥ 接種予定の接種液の成分に対してアレルギーが生じる可能性のある人 

《ワクチン接種後の注意》 

① 予防接種を受けた後に発行される予防接種済証は接種を受けたことを証明するものです。 

お薬手帳に貼るなどして大切に保管しましよう。 

② 予防接種を受けた後３０分間は、急な副反応が起こることがあります。医師（医療機関）とすぐに連絡を取れるように

しておきましょう。 

③ 入浴は差し支えありませんが、接種部位を強くこすることはやめましょう。 

④ 接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大量の飲酒は避けましょう。 

⑤ 予防接種を受けた後、接種局所の異常反応や体調の変化が出た場合は、すみやかに医師の診察を受けてください。 

高齢者インフルエンザ接種費用助成について 

助成対象者 接種日に川内村に住民票があり、①または②に該当する者 

① ６５歳以上の方 

② ６０歳以上６５歳未満の方で心臓やじん臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される

程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の

障害を有する方（障害者手帳１級程度） 

期    間 令和 3 年 10 月 1 日から 12 月３１日まで 

自己負担額 １，０００円 (県内の医療機関で接種を受ける場合) 

★県外で接種される方は、償還払いとなります。一旦料金を接種医療機関にお支払いいただき、接種費用助成

申請書・予診票または予防接種済証の写し・領収書を添えて１カ月以内に申請して下さい。 

 接種費用から自己負担額(１，０００円)を控除した額を助成します。(上限 4,203 円) 

お問い合わせ先 

川内村役場 保健福祉課 ☎0240-38-2941 
＜R 2＞ 


